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•もし であったらπ = 0mもし であったらπ

•もし が微調整されていなかったらcm



B 中間子におけるCPの破れがB 中間子におけるCPの破れが
観測できない可能性観測できない可能性

•もし と突拍子もなく= 170  tm GeV
大きくなかったら

もし と突拍子もなく1 5 •もし と突拍子もなく
大きくなかったら

τ = 1.5 B ps

•もしKM行列要素が微調整されていなかったら
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Bander Silverman Soni 1979
Cater & AIS, Bigi & AIS 1980



•もし が微調整されていなかったらcm
= 170  tm GeV•もし と突拍子もなく大きくなかったら

•もしKM行列が微調整されていなかったら
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KM行列要素 Cabibboは 角VKM行列要素 Cabibboは 角usV

(4 ) 10ϒ =SM GeV
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は 中間子 破れからK CPδは 中間子の の破れから

 30 GeV m ≤ が限度 有名な実験家が流したうわさ 30 GeV tm ≤ が限度 有名な実験家 流 た わさ

2 0.05s >
常識？？常識



•もしKM行列要素が微調整されていなかっ
たら
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τ = 1.5 B ps•もし と突拍子もなくB p
大きくなかったら

1φ
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20μm しか飛跡を残さない20μm しか飛跡を残さない



9GeV+3GeV  200μm の飛跡を残す9GeV+3GeV  200μm の飛跡を残す







www2.slac.stanford.edu/vvc/experiments/spear.html
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SB Kψ→ における

CP大きな の破れの発見

1sin 2 0.45 0.44( ) 0.09( )stat syst Belleφ = ± ±
July, 2000  ICHEP Osaka

July 2001 Lepton Photon

1sin 2 0.12 0.37( ) 0.09( )stat syst BaBarφ = ± ±

1sin 2 0.99 0.14( ) 0.06( )φ = ± ±stat syst Belle
i 2 0 59 0 14( ) 0 05( )φ ± ±t t t B b

July, 2001 Lepton Photon

1sin 2 0.59 0.14( ) 0.05( )φ = ± ±stat syst Babar

2000年から4倍年 倍



sin 2 0 99 0 34( ) 0 09( )stat systφ = ± ±
2000年

1sin 2 0.99 0.34( ) 0.09( )stat systφ = ± ±

sin 2 0 99 0 25( ) 0 09( )stat systφ = ± ±1sin 2 0.99 0.25( ) 0.09( )stat systφ = ± ± 倍のエベント数
6か月
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非対称性が 年間に発見できる値非対称性 年間 発見 きる値
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− − 必要43 2 110 sec  cm 必要10 sec  cm



1.ＣＰの破れ-大自然からの贈り物
2 湯川結合定数との関係2.湯川結合定数との関係
3.Flavor physics がなければ標準模型p y がなければ標準模型

はない
4 Ｂの物理は今後少なくとも30年間4.Ｂの物理は今後少なくとも30年間

活発に研究される  活発に研究される. 
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新しい物理現象が標準模型のバックグラ新 物理現象 標準模型 ックグラ
ウンドの中で10％をこえることはないで
あろうあろう.
1％以下の可能性も十分ある。




